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C O N T E N T S

　

同
僚
に
経
済
地
理
の

専
門
家
が
い
る
。
市
町

村
別
の
所
得
と
失
業
率

や
人
口
の
関
係
な
ど
を

カ
ラ
フ
ル
な
視
覚
的
情

報
に
変
換
し
て
く
れ
る
地
理
情
報
を
感
動
し
て

眺
め
て
い
る
。
私
の
経
済
地
理
へ
の
知
識
は
こ

の
程
度
の
底
の
浅
さ
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
経
済
地
理
学
者
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
新
著
「
新
自
由
主
義
」

（
渡
辺
治
監
訳
、
作
品
社
）
を
読
み
、
あ
ま
り

の
華
麗
な
分
析
手
腕
に
た
ち
ま
ち
魅
了
さ
れ
た
。

心
酔
し
て
い
る
経
済
人
類
学
者
の
カ
ー
ル
・
ポ

ラ
ニ
ー
（
1
8
8
6
〜
1
9
6
4
）
の
言
説
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
早
く
、
10
年
も
前

に
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
私
の
日

本
銀
行
審
議
委
員
の
時
代
に
は
バ
イ
ブ
ル
に
な

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

新
自
由
主
義
の
定
義
は
「
私
的
所
有
権
、
自

由
市
場
、
自
由
貿
易
を
特
徴
と
す
る
制
度
的
枠

組
み
の
範
囲
内
で
、
個
々
人
の
企
業
活
動
の
自

由
と
そ
の
能
力
と
が
無
制
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
類
の
富
と
福
利
が
最
も
増
大
す

る
、
と
主
張
す
る
政
治
経
済
的
実
践
の
理
論
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
自
由
主
義
が
、
政
治
お
よ
び
経
済
の

実
践
と
思
想
の
両
面
で
1
9
7
0
年
代
以
降
、

は
っ
き
り
し
た
転
換
を
世
界
中
で
起
こ
し
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
、
レ
ー
ガ
ン
、
鄧
小
平
、
そ
こ
に

日
本
の
小
泉
純
一
郎
前
首
相
が
連
な
る
。
世
界

の
地
理
空
間
で
こ
れ
だ
け
の
規
模
と
深
さ
を
持

っ
た
「
変
革
は
偶
然
で
は
生
じ
な
い
」。
本
書

は
こ
の
新
自
由
主
義
が
言
説
と
し
て
ど
こ
か
ら

生
じ
て
、
わ
ず
か
30
年
余
り
の
間
に
、
ど
う
し

て
こ
れ
ほ
ど
に
増
殖
し
た
の
か
を
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

乱
暴
な
素
描
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
国
で
は
、
福
祉
重
視
へ

の
傾
斜
か
ら
国
家
の
資
本
蓄
積
の
危
機
が
高
じ
、

そ
の
脱
却
を
通
じ
て
階
級
権
力
の
再
構
築
が
高

ま
っ
た
。
他
方
、
途
上
国
で
は
、
開
発
主
義
国

家
の
限
界
と
危
機
に
直
面
し
、
そ
の
打
開
と
し

て
展
開
さ
れ
た
。
で
は
日
本
の
位
置
取
り
は
ど

う
か
？　

監
訳
者
の
渡
辺
氏
が
こ
の
点
を
追
加

論
文
に
寄
せ
て
開
陳
し
て
い
る
。
日
本
は
「
前

者
の
グ
ル
ー
プ
第
2
列
に
位
置
す
る
と
同
時
に
、

開
発
主
義
国
家
体
制
の
側
面
を
も
持
つ
」
と
。

　

新
自
由
主
義
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
多
く
の
「
創

造
的
破
壊
」
を
伴
う
。
こ
の
渦
中
で
日
本
で
は

「
労
働
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に
拍
車
が
掛
か
ろ
う
と

し
て
い
る
。
労
働
市
場
の
競
争
深
化
と
い
う
国

民
の
注
視
す
べ
き
課
題
が
ま
た
増
え
た
よ
う
だ
。

新
自
由
主
義
の
進
展お茶

の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子
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